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(57)【要約】
　本発明の実施例はベアラ管理装置、方法及び通信シス
テムを提供する。前記方法は、ユーザ装置が、基地局に
より送信された、デュアル接続の場合においてベアラの
ベアラ類型を変更し又はベアラをリリースするための指
示メッセージを受信し、前記指示メッセージに基づいて
前記ベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベアラをリリ
ースすることを含む。本発明の実施例により、デュアル
接続が構成されているユーザ装置は、シームレスなベア
ラ変更を行うことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デュアル接続（dual　connectivity）が構成されているユーザ装置に構成されるベアラ
（bearer）管理装置であって、
　基地局により送信された、デュアル接続の下でベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベ
アラをリリースするための指示メッセージを受信するためのメッセージ受信ユニット；及
び
　前記指示メッセージに基づいて、前記ベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベアラをリ
リースするための構成ユニットを含む、ベアラ管理装置。
【請求項２】
　請求項1に記載のベアラ管理装置であって、
　前記基地局にレスポンスメッセージを送信するためのメッセージレスポンスユニットを
さらに含む、ベアラ管理装置。
【請求項３】
　請求項1に記載のベアラ管理装置であって、
　前記指示メッセージは、前記基地局が前記ベアラに対応するロジカルチャネルIDを構成
又は再構成するための第一構成情報、又は、前記基地局が前記ベアラに対応する無線ベア
ラIDを構成又は再構成するための第二構成情報、又は、前記基地局が前記ベアラに対応す
るPDCP（Packet　Data　Convergence　Protocol）実体(entity)を構成又は再構成するた
めの第三構成情報、又は、デュアル接続の下で前記ベアラをリリースするための第四構成
情報を含む、ベアラ管理装置。
【請求項４】
　請求項3に記載のベアラ管理装置であって、
　前記構成ユニットは、さらに、前記第一構成情報に基づいて、前記ベアラに対応するロ
ジカルチャネルIDを構成又は再構成し、又は、前記第二構成情報に基づいて、前記ベアラ
に対応する無線ベアラIDを構成又は再構成し、又は、前記第三構成情報に基づいて、前記
ベアラに対応するPDCP実体を構成又は再構成するために用いられる、ベアラ管理装置。
【請求項５】
　請求項3に記載のベアラ管理装置であって、
　前記構成ユニットは、さらに、
　EPS（Evolved　Packet　System）ベアラIDが情報エレメントDRB-ToAddModに含まれない
が、デュアル接続が構成されている前記ユーザ装置の現在の構成に属するとき、前記第四
構成情報に基づいて、前記EPSベアラIDに対応するデータ無線ベアラ（Data　Radio　Bear
（DRB））をリリースし；又は
　EPSベアラIDが情報エレメントDRB-ToAddModに含まれないが、前記ユーザ装置の現在の
構成に属し、且つ、前記第四構成情報を含む前記指示メッセージが、デュアル接続が構成
されているユーザ装置のRRC接続再確立後の1番目のRRC接続再構成メッセージであるとき
、前記第四構成情報に基づいて、EPSベアラIDに対応するDRBをリリースするために用いら
れる、ベアラ管理装置。
【請求項６】
　請求項3に記載のベアラ管理装置であって、
　前記第一構成情報は、情報エレメントDRB-ToAddMod中のlogicalChannelIdentityを含み
、前記logicalChannelIdentityに対応するロジカルチャネルIDは、デュアル接続が構成さ
れているユーザ装置のためにベアラの類型が変更されるときに存在し；又は
　前記第二構成情報は、情報エレメントDRB-ToAddMod中のeps-BearIdentityを含み、前記
eps-BearIdentityに対応するEPSベアラIDは、デュアル接続が構成されているユーザ装置
のためにベアラの類型が変更されるときに存在し；又は
　前記第三構成情報は、情報エレメントDRB-ToAddMod中のpdcp-Configを含み、前記pdcp-
Configに対応するPDCP情報は、デュアル接続が構成されているユーザ装置のためにベアラ
の類型が変更されるときに存在する、ベアラ管理装置。
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【請求項７】
　デュアル接続が構成されているユーザ装置に構成されるベアラ管理装置であって、
　スプリットベアラ（split　bearer）に対応するセカンダリセルグループの部分をリリ
ースし、又は、セカンダリセルグループに関連付けられている全てのベアラがリリースさ
れているときに、対応するセカンダリセルグループをリリースし又は非アクティブ化する
ための第一処理ユニットを含む、ベアラ管理装置。
【請求項８】
　請求項7に記載のベアラ管理装置であって、
　RRC接続再確立プロシージャをトリガーするためのトリガーユニットをさらに含み、
　前記第一処理ユニットは、前記トリガーユニットが前記RRC接続再確立プロシージャを
トリガーした後に、前記ススプリットベアラに対応するセカンダリセルグループの部分、
及び／又は、セカンダリセルグループベアラをリリースする、ベアラ管理装置。
【請求項９】
　請求項8に記載のベアラ管理装置であって、
　前記トリガーユニットはさらに、前記セカンダリセルグループに関連付けられている構
成をリリースするために用いられる、ベアラ管理装置。
【請求項１０】
　請求項8に記載のベアラ管理装置であって、
　前記第一処理ユニットはさらに、前記セカンダリセルグループベアラを、マスターセル
グループに対応するMAC実体に関連付け、また、前記セカンダリセルグループに関連付け
られている構成をリリースするために用いられる、ベアラ管理装置。
【請求項１１】
　請求項7に記載のベアラ管理装置であって、
　対応するセカンダリセルグループの非アクティブ化は、PUCCHが構成されており且つ一
部のプライマリセルの機能を有するセカンダリセルグループのセルの非アクティブ化を含
まない、ベアラ管理装置。
【請求項１２】
　請求項7に記載のベアラ管理装置であって、
　スプリットベアラから従来ベアラへ、又は、スプリットベアラからマスターセルグルー
プベアラへのベアラ変更発生時に、PDCP実体を再確立し、及び／又は、マスターセルグル
ープへのPDCP状態報告の送信をトリガーするための第二処理ユニットをさらに含む、ベア
ラ管理装置。
【請求項１３】
　請求項12に記載のベアラ管理装置であって、
　受信した、ネットワーク側から送信されたPDCP状態報告に基づいて、PDCPデータの伝送
又は再送を行うための伝送ユニットをさらに含む、ベアラ管理装置。
【請求項１４】
　デュアル接続が構成されているユーザ装置と接続される第一基地局に構成されるベアラ
管理装置であって、
　デュアル接続が構成されている前記ユーザ装置の無線接続失敗の発生を検出するための
検出ユニット；及び
　第二基地局に、関連付けられているセカンダリセルグループベアラ又はスプリットベア
ラのリリース要求を送信し、対応するベアラをリリースさせるための送信ユニットを含む
、ベアラ管理装置。
【請求項１５】
　デュアル接続が構成されているユーザ装置と接続される第二基地局に構成されるベアラ
管理装置であって、
　第一基地局により送信された、関連付けられているセカンダリセルグループベアラ又は
スプリットベアラのリリース要求を受信するための受信ユニット；及び
　前記リリース要求に基づいて、対応するベアラをリリースするためのリリースユニット
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を含む、ベアラ管理装置。
【請求項１６】
　通信システムであって、
　デュアル接続が構成されているユーザ装置を含み、
　前記ユーザ装置は、
　基地局により送信された、デュアル接続の下でベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベ
アラをリリースするための指示メッセージを受信し、前記指示メッセージに基づいて、前
記ベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベアラをリリースし、及び、前記基地局にレスポ
ンスメッセージを送信し；又は
　RRC接続再確立プロシージャがトリガーされた後に、スプリットベアラに対応するセカ
ンダリセルグループの部分をリリースし；又は
　セカンダリセルグループに関連付けられている全てのベアラがリリースされているとき
に、対応するセカンダリセルグループをリリース又は非アクティブ化するために用いられ
る、通信システム。
【請求項１７】
　請求項16に記載の通信システムであって、
　前記指示メッセージは、前記基地局が前記ベアラに対応するロジカルチャネルIDを構成
又は再構成するための第一構成情報、又は、前記基地局が前記ベアラに対応する無線ベア
ラIDを構成又は再構成するための第二構成情報、又は、前記基地局が前記ベアラに対応す
るPDCP実体を構成又は再構成するための第三構成情報、又は、デュアル接続の下で前記ベ
アラをリリースするための第四構成情報を含む、通信システム。
【請求項１８】
　通信システムであって、
　第一基地局及び第二基地局を含み、
　前記第一基地局は、デュアル接続が構成されているユーザ装置の無線接続失敗の発生を
検出し、前記第二基地局に、関連付けられているセカンダリセルグループベアラ又はスプ
リットベアラのリリース要求を送信し、
　前記第二基地局は、前記第一基地局により送信された、関連付けられているセカンダリ
セルグループベアラ又はスプリットベアラのリリース要求を受信し、前記リリース要求に
基づいて、対応するベアラをリリースする、通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信技術分野に関し、特に、ベアラ管理装置、方法及び通信システムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　スモールセル（small　cell）を配置している異質（heterogeneous）ネットワークでは
、デュアル接続（DC、Dual　connectivity）技術は、ユーザ装置（UE、User Equipment）
のスループットの向上、移動ロバスト性の強化及びネットワークシグナリングオーバーヘ
ッドの低減などのために用いられ得る。
【０００３】
　図1は、従来技術中で行われるデュアル接続を示す図である。図1示すように、基地局（
例えば、eNB）は、接続状態にある、マルチ送受信機能を有するUEのためにデュアル接続
を構成することができる。デュアル接続を構成している時に、２つの異なるeNB（eNode　
B）におけるスケジューラを用いて、UEに、データ伝送を行うための無線リソースを提供
し、また、２つのeNBは、通常、非理想的バックホールのX2インターフェースにより接続
される。
【０００４】
　そのうち、移動管理実体（MME、Mobility　Management　Entity）とS1-MMEインターフ
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ェースを維持する基地局は、マスター基地局（MeNB、Master　eNB）と称され、MeNBに関
連するサービングセルは、マスターセルグループ（MCG、Master　Cell　Group）を構成し
；余分（extra）の無線リソースのみを提供するためのもう１つの基地局は、セカンダリ
基地局（SeNB、secondary　eNB）と称され、それ相応に、SeNBに関連するサービングセル
は、セカンダリセルグループ（SCG、Secondary　Cell　Group）を構成する。
【０００５】
　E-UTRAN（E-UTRAN、Evolved　Universal　Terrestrial　Radio　Access　Network）で
は、ベアラとは、データ伝送チャネル及びその構成を指し、異なるベアラは、異なるサー
ビス品質（QoS、Quality　of　Service）要求のトラフィックを伝送するために、異なる
構成を有しても良い。無線インターフェース上でのベアラは、無線ベアラ（RB、Radio　B
earer）と称され、そのうち、ユーザプレーンベアラは、データ無線ベアラ（DRB、Data　
Radio　Bearer）と称され、制御プレーンベアラは、シグナリング無線ベアラ（SRB、Sign
aling　Radio　Bearer）と称される。デュアル接続を構成している時に、RBは、MCGベア
ラ、SCGベアラ及びスプリットベアラ（split　bearer）との３種類に分けられ得る。
【０００６】
　図2は、デュアル接続下でのベアラに対応する無線プロトコルスタックを示す図である
。図2示すように、プロトコルスタックの角度から言えば、MCGベアラとは、MeNBリソース
のみを用いてそれ相応のデータ伝送を行い且つその対応する無線プロトコルスタックがMe
NBのみにあるのベアラを指し、SCGベアラとは、SeNBリソースのみを用いてそれ相応のデ
ータ伝送を行い且つその対応する無線プロトコルスタックがSeNBのみにあるベアラを指し
、スプリットベアラとは、MeNBリソース及びSeNBリソースを同時に使用し且つその対応す
る無線プロトコルスタックがMeNBだけでなくSeNBにも存在するベアラを指す。
【０００７】
　デュアル接続を構成しているユーザ装置について、ネットワーク側は、ネットワークロ
ード及び該UEのサービス属性に基づいて、該UEのサービスがどの類型のベアラに構成され
るかを決定することができ、即ち、該UEのサービスをMCGベアラ上で伝送するように構成
するか、又は、SCGベアラ上で伝送するように構成するか、又は、スプリットベアラの方
式で伝送するように構成するかを決定することができる。
【０００８】
　一方、従来技術では、ネットワークは、無線リソース管理接続再構成（RRC　Connectio
n　Reconfiguration）プロシージャにより、DRBの追加、修正及びリリースを行うことを
サポートする。DRBの構成（再構成を含む）及びその構成制限は、次の通りである。
【０００９】
　-　eps-BearerIdentity（eps（Evolved　Packet　System）ベアラID）。このパラメー
タは、DRB確立時にのみ構成され、他の場合には構成することができず；
　-　DRB　ID（drb　IDentity）。このパラメータは、DRBの存在期間内で不変であり；
　-　pdcp-Config（PDCP（Packet　Data　Convergence　Protocol）構成）。このパラメ
ータは、DRB確立時に必ず構成され、ハンドオーバー及びRRC再確立時に選択的に構成され
ても良く、他の場合には構成することができず；
　-　rlc-Config（RLC（Radio　Link　Control）構成）。このパラメータは、DRB確立時
に必ず構成され、他の場合には選択的に構成されても良く；
　-　logicalChannelIdentity（ロジカルチャネルID）。このパラメータは、DRB確立時に
のみ構成され、他の場合には構成することができず；
　-　logicalChannelConfig（ロジカルチャネル構成）。このパラメータは、DRB確立時に
必ず構成され、他の場合には選択的に構成されても良い。
【００１０】
　一般的に、ネットワーク側は、DRB　IDをアンカーポイントとしてDRBの管理、例えば、
RBの確立、修正及びリリースを行う。UEのサービングサイトが変更した、例えば、ハンド
オーバーが発生した場合、ターゲットサイト及びソースサイトのバージョンが一致しなけ
れば、ターゲットサイトはソースサイトの基地局に対しての構成を解析することができな
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いことを引き起こす可能性があり、このとき、ターゲットサイトはフル構成（full　conf
iguration）を採用し、ネットワーク側は、EPSベアラIDをアンカーポイントとしてRBの管
理、例えば、RBの確立及びリリースを行うことができる。
【００１１】
　また、デュアル接続を構成している時に、MeNB及びSeNBは、独立してロジカルチャネル
の構成を維持し、MeNB及びSeNBが独立してロジカルチャネルIDの構成を行うことを含み、
言い換えると、MeNB及びSeNBは、UEの異なるRBに、同じ又は異なるロジカルチャネルIDを
構成することができる。
【００１２】
　例えば、図2におけるベアラ1及びベアラ3に対応するロジカルチャネルIDは、それぞれ
、MeNB及びSeNBにより独立して構成され、同じであっても良く異なっても良い。同様に、
デュアル接続のシナリオ下でのDRB　IDの構成方式も、それぞれ、MeNB及びSeNBにより独
立して構成されても良く、即ち、MeNB及びSeNBは、UEの異なるRBのために、同じ又は異な
るDRB　IDを構成しても良い。
【００１３】
　なお、上述の背景技術についての紹介は、本発明の技術案を明確且つ完全に説明し、当
業者がそれを理解しやすいためのものである。これらの技術案は、本発明の背景技術の一
部に記述されているため、当業者にとって周知であると解釈すべきではない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、発明者は、従来技術において、幾つかのシナリオ下で、SCGベアラからM
CGベアラへ、又は、スプリットベアラからMCGベアラへなどの変更（conversion）が発生
することがあり、これにより、データパケットのロスによるサービス中断が生じる場合が
あり、今のところ、シームレスなベアラ変更を行えないということを発見した。
【００１５】
　本発明の実施例は、ベアラ管理装置、方法及び通信システムを提供する。これにより、
デュアル接続を有するユーザ装置に対してシームレスにベアラ変更を行うことができる。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の実施例の第一側面によれば、ベアラ管理のための方法が提供され、それは、デ
ュアル接続を有するユーザ装置に用いられ、前記方法は、
　基地局が送信した、デュアル接続の場合にベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベアラ
をリリースするための指示メッセージを受信し；及び
　前記指示メッセージに基づいて前記ベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベアラをリリ
ースすることを含む。
【００１７】
　本発明の実施例の第二側面によれば、ベアラ管理装置が提供され、それは、デュアル接
続を有するユーザ装置に構成され、前記ベアラ管理装置は、
　基地局が送信した、デュアル接続の場合にベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベアラ
をリリースするための指示メッセージを受信するためのメッセージ受信ユニット；及び
　前記指示メッセージに基づいて前記ベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベアラをリリ
ースするための構成ユニットを含む。
【００１８】
　本発明の実施例の第三側面によれば、ベアラ管理のための方法が提供され、それは、デ
ュアル接続を有するユーザ装置に用いられ、前記方法は、
　スプリットベアラに対応するセカンダリセルグループの部分をリリースし；又は、セカ
ンダリセルグループに関連付けられている全てのベアラがリリースされている時に、対応
するセカンダリセルグループをリリースすることを含む。
【００１９】
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　本発明の実施例の第四側面によれば、ベアラ管理装置が提供され、それは、デュアル接
続を有するユーザ装置に構成され、前記ベアラ管理装置は、
　スプリットベアラに対応するセカンダリセルグループの部分をリリースし；又は、セカ
ンダリセルグループに関連付けられている全てのベアラがリリースされている時に、対応
するセカンダリセルグループをリリース又は非アクティブ化するための第一処理ユニット
を含む。
【００２０】
　本発明の実施例の第五側面によれば、ベアラ管理のための方法が提供され、それは、デ
ュアル接続を有するユーザ装置と接続されている第一基地局に用いられ、前記方法は、
　デュアル接続を有するユーザ装置の無線接続失敗の発生を検出し；及び
　第二基地局に、関連付けられているセカンダリセルグループベアラ又はスプリットベア
ラのリリース要求を送信し、これにより、前記第二基地局は対応するベアラをリリースす
ることを含む。
【００２１】
　本発明の実施例の第六側面によれば、ベアラ管理装置が提供され、それは、デュアル接
続を有するユーザ装置と接続されている第一基地局に構成され、前記ベアラ管理装置は、
　デュアル接続を有するユーザ装置の無線接続失敗の発生を検出するための検出ユニット
；及び
　第二基地局に、関連付けられているセカンダリセルグループベアラ又はスプリットベア
ラのリリース要求を送信し、対応するベアラをリリースさせるための送信ユニットを含む
、
　本発明の実施例の第七側面によれば、ベアラ管理のための方法が提供され、それは、デ
ュアル接続を有するユーザ装置と接続されている第二基地局に用いられ、前記方法は、
　第一基地局が送信した、関連付けられているセカンダリセルグループベアラ又はスプリ
ットベアラのリリース要求を受信し；及び
　前記リリース要求に基づいて、対応するベアラをリリースすることを含む。
【００２２】
　本発明の実施例の第八側面によれば、ベアラ管理装置が提供され、それは、デュアル接
続を有するユーザ装置と接続されている第二基地局に構成され、前記ベアラ管理装置は、
　第一基地局が送信した、関連付けられているセカンダリセルグループベアラ又はスプリ
ットベアラのリリース要求を受信するための受信ユニット；及び
　前記リリース要求に基づいて、対応するベアラをリリースするためのリリースユニット
を含む。
【００２３】
　本発明の実施例の第九側面によれば、通信システムが提供され、前記通信システムは、
　デュアル接続を有するユーザ装置を含み、
　前記ユーザ装置は、基地局が送信した、デュアル接続の場合にベアラのベアラ類型を変
更し又は前記ベアラをリリースするための指示メッセージを受信し；前記指示メッセージ
に基づいて、前記ベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベアラをリリースし；及び、前記
基地局にレスポンスメッセージを送信し；或いは、RRC接続再確立プロシージャをトリガ
ーした後に、スプリットベアラに対応するセカンダリセルグループの部分をリリースし；
或いは、セカンダリセルグループに関連付けられている全てのベアラがリリースされてい
る時に、対応するセカンダリセルグループをリリースする。
【００２４】
　本発明の実施例の第十側面によれば、通信システムが提供され、前記通信システムは、
　第一基地局及び第二基地局を含み、
　前記第一基地局は、デュアル接続を有するユーザ装置の無線接続失敗の発生を検出し；
前記第二基地局に、関連付けられているセカンダリセルグループベアラ又はスプリットベ
アラのリリース要求を送信し、
　前記第二基地局は、前記第一基地局が送信した、関連付けられているセカンダリセルグ



(8) JP 2017-514367 A 2017.6.1

10

20

30

40

50

ループベアラ又はスプリットベアラのリリース要求を受信し；前記リリース要求に基づい
て、対応するベアラをリリースする。
【００２５】
　本発明の実施例のもう一つの側面によれば、コンピュータ可読プログラムが提供され、
そのうち、ユーザ装置中で前記プログラムを実行する時に、前記プログラムは、コンピュ
ータに、前記ユーザ装置中で上述のベアラ管理のための方法を実行させる。
【００２６】
　本発明の実施例のまたもう一つの側面によれば、コンピュータ可読プログラムを記憶し
た記憶媒体が提供され、そのうち、前記コンピュータ可読プログラムは、コンピュータに
、ユーザ装置中で上述のベアラ管理のための方法を実行させる。
【００２７】
　本発明の実施例のまたもう一つの側面によれば、コンピュータ可読プログラムが提供さ
れ、そのうち、基地局中で前記プログラムを実行する時に、前記プログラムは、コンピュ
ータに、前記基地局中で上述のベアラ管理のための方法を実行させる。
【００２８】
　本発明の実施例のまたもう一つの側面によれば、コンピュータ可読プログラムを記憶し
た記憶媒体が提供され、そのうち、前記コンピュータ可読プログラムは、コンピュータに
、基地局中で上述のベアラ管理のための方法を実行させる。
【００２９】
　本発明の実施例の有益な効果は、基地局が送信した、デュアル接続の場合にベアラのベ
アラ類型を変更し又はベアラをリリースするための指示メッセージを受信することで、デ
ュアル接続を有するユーザ装置は、ベアラ変更をシームレスに行うことができる。
【００３０】
　後述の説明及び図面を参照することにより、本発明の特定の実施形態を詳しく開示し、
本発明の原理を採用し得る態様を示している。なお、本発明の実施形態は、範囲上ではこ
れによって限定されない。添付した特許請求の範囲内であれば、本発明の実施形態は、様
々な変更、修正及び代替によるものを含んでも良い。
【００３１】
　また、１つの実施形態について説明した及び／又は示した特徴は、同じ又は類似した方
式で１つ又は複数の他の実施形態に用い、他の実施形態中の特徴と組み合わせ、又は、他
の実施形態中の特徴を置換することもできる。
【００３２】
　なお、「含む／有する」のような用語は、本明細書に使用されるときに、特徴、要素、
ステップ、又は、アセンブルの存在を指すが、１つ又は複数の他の特徴、要素、ステップ
、又は、アセンブリの存在又は付加を排除しないということも指す。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
　以下の図面を参照することで本発明の多くの側面をより良く理解することができる。な
お、図面中の要素は、比例して描かれたものではなく、本発明の原理を示すためだけのも
のである。本発明の一部を便利に説明及び例示するために、図面中の対応する一部は、拡
大又は縮小されることがある。
【００３４】
　また、本発明の１つの図面又は実施方式に記載の要素及び特徴は、１つ又は複数の他の
図面又は実施方式に示す要素及び特徴と組み合わせることができる。さらに、図面では、
類似した符号は幾つかの図面中の対応する要素を示し、また、複数の実施方式に使用され
る対応する要素を示すために用いることもできる。
【図１】従来技術中で行われるデュアル接続を示す図である。
【図２】デュアル接続下でのベアラに対応する無線プロトコルスタックを示す図である。
【図３】本発明の実施例における異質ネットワーク中のユーザ装置の移動を示す図である
。
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【図４】本発明の実施例1におけるベアラ管理のための方法のフローチャートである。
【図５】本発明の実施例1におけるベアラ管理のための方法の他のフローチャートである
。
【図６】本発明の実施例1におけるベアラ管理のための方法の他のフローチャートである
。
【図７】本発明の実施例1におけるベアラ管理のための方法の他のフローチャートである
。
【図８】本発明の実施例1におけるベアラ管理のための方法の他のフローチャートである
。
【図９】本発明の実施例2におけるベアラ管理のための方法のフローチャートである。
【図１０】本発明の実施例2におけるベアラ管理のための方法の他のフローチャートであ
る。
【図１１】本発明の実施例2におけるベアラ管理のための方法の他のフローチャートであ
る。
【図１２】本発明の実施例3におけるベアラ管理のための方法のフローチャートである。
【図１３】本発明の実施例4におけるベアラ管理装置の構成図である。
【図１４】本発明の実施例4におけるユーザ装置のシステム構成図である。
【図１５】本発明の実施例5におけるベアラ管理装置の構成図である。
【図１６】本発明の実施例6におけるベアラ管理装置の構成図である。
【図１７】本発明の実施例6におけるベアラ管理装置の他の構成図である。
【図１８】本発明の実施例6における基地局の構成図である。
【図１９】本発明の実施例7における通信システムの構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００３５】
　添付した図面及び以下の説明を参照することにより、本発明の前述及び他の特徴は明ら
かになる。明細書及び図面には、具体的に本発明の特定の実施方式を開示しているが、そ
れらは、本発明の原理を採用し得る一部の実施方式だけである。なお、本発明は、記載さ
れている実施方式に限定されず、即ち、添付した特許請求の範囲内での全ての変更、変形
及び代替によるものも含む。
【００３６】
　デュアル接続のシナリオでは、ネットワーク側は、ネットワークロード、サービス属性
及びUE位置に基づいて、サービスをMCGベアラ、SCGベアラ又はスプリットベアラにベア（
bear）するかを決定することができる。図3は、本発明の実施例における異質ネットワー
ク中でのユーザ装置の移動を示す図である。図3に示すように、点線でUEの移動経路を示
し、UEがA点まで移動した時に、ネットワーク側は、UEの一つ又は複数のベアラをSeNBに
移すことができ、このような場合、MCGベアラからSCGベアラへ、又は、MCGベアラからス
プリットベアラへの変更が発生することがあり；UEがC点まで移動した時に、ネットワー
ク側は、UEの一つ又は複数のSeNB上でのベアラをMeNBに戻すことができ、このような場合
、SCGベアラからMCGベアラへ、又は、スプリットベアラからMCGベアラへの変更が発生す
ることがある。
【００３７】
　上述のようなベアラ変更の場合、SCGベアラからMCGベアラへの変更を例とすると、一つ
の方式は、先ず、該SCGベアラをリリースし、その後、MCG上でMCGベアラを確立すること
により該ベアラを回復することである。このような方式の欠点は、先にベアラのリリース
を行うことで、該ベアラに関連するPDCP／RLC実体などをリリースすることがあり、これ
により、データパケットの紛失を引き起こしてサービス中断を生じさせてしまうというこ
とにある。パケット紛失の問題を避けるために、前記ベアラをシームレスに変更し、即ち
、ソースSCGベアラを再構成の方式でMCGベアラに変更する必要がある。如何にこのような
シームレスな変更を行うかは、本出願が解決しようとする問題である。
【００３８】
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　具体的に言えば、本発明の実施例は、主に次の三つの問題を解決する。
【００３９】
　先ず、上述のように、MeNB及びSeNBは、ベアラに対応するロジカルチャネルIDを独立し
て構成するのである。図2を例とすると、MCGベアラ1及びSCGベアラ1のためにMeNB及びSeN
Bがそれぞれ構成したロジカルチャネルIDはともにLCID=1である。このような場合、SCGベ
アラ1をMCGベアラにシームレスに変更すれば、従来のメカニズムではロジカルチャネルID
の変更をサポートすることができないため、UE上での２つのベアラに対応するロジカルチ
ャネルIDがともにLCID=1である場合がある。このように、MAC（MAC、Medium　Access　Co
ntrol）実体多重化（multiplexing）／逆多重化（de-multiplexing）を行う時に、ロジカ
ルチャネルが同じであるため、ネットワーク側及びUEは、該ロジカルチャネル上でベア（
bear）されているデータがどのRB上でのデータであるかを識別することができず、これに
より、多重化／逆多重化の誤り又は識別不可が生じてしまう。
【００４０】
　次に、MeNB及びSeNBがRB　IDを独立して構成する場合、図2を例とすると、MCGベアラ1
及びSCGベアラ1のためにMeNB及びSeNBがそれぞれ構成したRB　IDはともにDRB=1である。
このような場合、SCGベアラ1をMCGベアラにシームレスに変更すれば、従来のメカニズム
ではDRBの再構成を行う時にDRB　IDがアンカーポイントとされるので、このような場合に
おけるDRB　IDの再構成をサポートしない。そのため、同じDRB　ID（DRB=1）を有する２
つのMCGベアラがあり、これにより、DRB　IDの混乱を来し、UE及びネットワーク側はこの
２つのbearerを認識することができなくなってしまう。
【００４１】
　最後に、SCGベアラをMCGベアラに変更すれば、該ベアラのサービスサイトの変更を考慮
して、異なるサービスサイトのベアラへの構成が異なる可能性があり、MeNBは、該MCGベ
アラに対応するPDCP実体に対して再構成、例えば、ヘッダー圧縮アルゴリズムを修正する
などのことを行う必要がある。このような場合、従来のメカニズムでは、このような機能
をサポートすることができない。
【００４２】
　上述の問題に関し、以下、本発明の実施例について詳細に説明する。
【実施例１】
【００４３】
　本発明の実施例は、ベアラ管理のための方法を提供し、それは、デュアル接続を有する
ユーザ装置に用いられる。図4は、本発明の実施例におけるベアラ管理のための方法のフ
ローチャートである。図4に示すように、該方法は次のステップを含む。
【００４４】
　ステップ401：ユーザ装置は、基地局が送信した、デュアル接続の場合におけるベアラ
のベアラ類型を変更し又はベアラをリリースするための指示メッセージを受信し；
　ステップ402：ユーザ装置は、前記指示メッセージに基づいて、前記ベアラのベアラ類
型を変更し又は前記ベアラをリリースする。
【００４５】
　図4に示すように、前記方法はさらに次のステップを含んでも良く、即ち、
　ステップ403：ユーザ装置は、前記基地局にレスポンスメッセージを送信する。
【００４６】
　本実施例では、ベアラ類型の変更は、MCGベアラからSCGベアラへの変更、SCGベアラか
らMCGベアラへの変更、MCGベアラからスプリットベアラへの変更、及び、SCG1ベアラから
SCG2ベアラへの変更（異なるSCGに位置するSCGベアラの変更を指す）を含んでも良い。な
お、本発明はこれに限定されず、実際の状況に応じて具体的なシナリオを確定しても良い
。
【００４７】
　本実施例では、基地局は、ユーザ装置とデュアル接続を行っている一つの基地局（例え
ば、MeNB又はSeNB）であっても良い。なお、本発明はこれに限定されず、実際の状況に応
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じて具体的な基地局を確定しても良い。
【００４８】
　一実施方式では、前記指示メッセージは、前記基地局が前記ベアラに対応するロジカル
チャネルIDに対して構成又は再構成を行うための第一構成情報を含み、前記方法はさらに
、前記第一構成情報に基づいて、前記ベアラに対応するロジカルチャネルIDに対して構成
又は再構成を行うことを含む。
【００４９】
　図5は、本発明の実施例におけるベアラ管理のための方法の他のフローチャートである
。図5に示すように、前記方法は次のステップを含む。
【００５０】
　ステップ501：基地局は、デュアル接続の場合におけるベアラ類型の変更、及び、ベア
ラ類型変更後のベアラの再構成を行うために無線リソース制御（RRC、Radio　Resource　
Control）メッセージを下りに送信し、該RRCメッセージには、第一構成情報が含まれてお
り、前記第一構成情報は、基地局の、該ベアラに対応するロジカルチャネルIDに対しての
（再）構成情報を含み；
　ステップ502：ユーザ装置は、ステップ501の前記RRCメッセージを受信し、構成に基づ
いてベアラ類型の変更を行い、また、第一構成情報に基づいて、該ベアラに対応するロジ
カルチャネルIDに対して（再）構成を行い；
　ステップ503：ユーザ装置は、RRCレスポンスメッセージを返す。
【００５１】
　本実施方式では、第一構成情報は、情報エレメントDRB-ToAddMod中のlogicalChannelId
entityを含んでも良い。従来のプロトコルによれば、該方法は次のように記述することが
できる。
【表１】

【００５２】
　上述のlogicalChannelIdentityの存在条件LCIDは、該情報エレメントは、関連付けられ
ているDRBが確立される時に必ず存在し、DC（デュアル接続）を構成した場合におけるベ
アラ類型が変更される時に選択可能に存在（即ち、存在しても良く存在しなくても良い）
し、他の場合に、該情報エレメントの存在が許されないということを表す。
【００５３】
　他の実施方式では、前記指示メッセージは、前記基地局が前記ベアラに対応する無線ベ
アラIDに対して構成又は再構成を行うための第二構成情報を含み、前記方法はさらに、前
記第二構成情報に基づいて前記ベアラに対応する無線ベアラIDに対して構成又は再構成を
行うことを含む。
【００５４】
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　図6は、本発明の実施例におけるベアラ管理のための方法の他のフローチャートである
。図6に示すように、前記方法は次のステップを含む。
【００５５】
　ステップ601：基地局は、デュアル接続の場合におけるベアラ類型の変更、及び、ベア
ラ類型変更後のベアラの再構成を行うためにRRCメッセージを下りに送信し、該RRCメッセ
ージには第二構成情報が含まれており、前記第二構成情報は、基地局の、該ベアラに対応
するRB　IDに対しての（再）構成情報を含み、
　ステップ602：ユーザ装置は、ステップ601の前記RRCメッセージを受信し、構成に基づ
いて、ベアラ類型の変更を行い、また、EPSベアラIDをアンカーポイントとして、第二構
成情報に基づいて、該ベアラに対応するRB　IDに対して（再）構成を行い及び該ベアラの
再構成を行い；
　ステップ603：ユーザ装置は、RRCレスポンスメッセージを返す。
【００５６】
　本実施方式では、第二構成情報は、情報エレメントDRB-ToAddMod中のeps-BearIdentity
を含む。従来のプロトコルによれば、該方法は次のように記述することができる。
【００５７】
　DRB追加／修正リスト（DRB-ToAddModList）に含まれるEPSベアラIDがUEの現在の構成に
属し、且つ、該ベアラについてベアラ類型の変更を行っている場合、UEは、
　-　構成情報にDRB　IDが含まれているなら、該ベアラに該DRB　IDを適用し；
　-　構成情報にPDCP構成が含まれているなら、前記PDCP構成を適用し；
　-　構成情報にRLC構成が含まれているなら、前記RLC構成を適用し；
　-　構成情報にロジカルチャネルIDの構成が含まれているなら、前記ロジカルチャネルI
Dの構成を適用し；
　-　構成情報にロジカルチャネルの構成が含まれているなら、前記ロジカルチャネルの
構成を適用する。
【表２】

【００５８】
　上述のeps-BearerIdentityの存在条件EPS-bearer-IDは、該情報エレメントは、関連付
けられているDRBが確立される時に必ず存在し、DCが構成された場合におけるベアラ類型
が変更される時に選択可能に存在し(即ち、存在しても良く存在しなくても良い)、他の場
合に該情報エレメントの存在が許可されないということを表す。
【００５９】
　他の実施方式では、前記指示メッセージは、前記基地局が、前記ベアラに対応するPDCP
実体に対して構成又は再構成を行うための第三構成情報を含み、前記方法はさらに、前記
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第三構成情報に基づいて前記ベアラに対応するPDCP実体に対して構成又は再構成を行うこ
とを含む。
【００６０】
　図7は、本発明の実施例におけるベアラ管理のための方法の他のフローチャートである
。図7に示すように、前記方法は次のステップを含む。
【００６１】
　ステップ701：基地局は、DCの場合におけるベアラ類型の変更、及び、ベアラ類型変更
後のベアラの再構成を行うためにRRCメッセージを下りに送信し、該RRCメッセージには第
三構成情報が含まれており、前記第三構成情報は、基地局の、該ベアラに対応するPDCP実
体に対しての（再）構成情報を含み；
　ステップ702：ユーザ装置は、ステップ701の前記RRCメッセージを受信し、構成に基づ
いてベアラ類型の変更を行い、また、第三構成情報に基づいて、該ベアラに対応するPDCP
実体に対して（再）構成を行い；
　ステップ703：ユーザ装置は、RRCレスポンスメッセージを返す。
【００６２】
　本実施方式では、第三構成情報は、情報エレメントDRB-ToAddMod中のpdcp-Configを含
む。従来のプロトコルによれば、該方法は次のように記述することができる。
【表３】

【００６３】
　上述のpdcp-configの存在条件PDCP2は、該情報エレメントは、関連付けられているDRB
が確立される時に必ず存在し、フル構成のE-UTRA内ハンドオーバーを使用しない時、RRC
再確立後の第一RRC接続が再構成される時、又はDCを構成した場合におけるベアラ類型が
変更される時に選択可能に存在し(即ち、存在しても存在しなくても良い)、他の場合に、
該情報エレメントの存在が許されないということを表す。
【００６４】
　他の実施方式では、前記指示メッセージは、デュアル接続の場合において前記ベアラを
リリースするための第四構成情報を含む。
【００６５】
　図8は、本発明の実施例におけるベアラ管理のための方法の他のフローチャートである
。図8に示すように、前記方法は次のステップを含む。
【００６６】
　ステップ801：基地局は、デュアル接続の場合におけるベアラのリリースを行うためにR
RCメッセージを下りに送信し、該RRCメッセージには第四構成情報が含まれており、前記
第四構成情報は、デュアル接続の場合におけるベアラのリリース情報を含み；
　ステップ802：ユーザ装置は、ステップ801の前記RRCメッセージを受信し、構成に基づ
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いてベアラのリリースを行い；
　ステップ803：ユーザ装置は、RRCレスポンスメッセージを返す。
【００６７】
　本実施方式では、ステップ802では、EPSベアラIDが情報エレメントDRB-ToAddModに含ま
れないが、ユーザ装置の現在の構成に属し、且つ前記ユーザ装置がデュアル接続を構成し
た時に、第四構成情報に基づいて、前記EPSベアラIDに対応するデータ無線ベアラをリリ
ースし；又は、EPSベアラIDが情報エレメントDRB-ToAddModに含まれないが、ユーザ装置
の現在の構成に属し、且つ前記指示メッセージが、デュアル接続を構成したユーザ装置の
RRC接続再確立後の第一個目のRRC接続再構成メッセージである時に、第四構成情報に基づ
いて、EPSベアラIDに対応するデータ無線ベアラをリリースする。
【００６８】
　具体的には、EPSベアラIDがDRB追加／修正リスト（DRB-ToAddModList）に含まれないが
、UEの現在の構成に属し、且つ該UEがデュアル接続を構成しており、又は、該メッセージ
が、デュアル接続を構成したUEのRRC接続再確立後の第一個目のRRC接続再構成メッセージ
である場合、UEは、該EPSベアラIDに対応するDRBをリリースする。
【００６９】
　上述の実施例から分かるように、基地局が送信した、デュアル接続の場合におけるベア
ラのベアラ類型を変更し、又は、ベアラをリリースするための指示メッセージを受信する
ことで、デュアル接続を有するユーザ装置は、シームレスなベアラ変更を行うことができ
る。
【実施例２】
【００７０】
　本発明の実施例は、ベアラ管理のための方法を提供し、それは、デュアル接続を有する
ユーザ装置に用いられる。図9は、本発明の実施例におけるベアラ管理のための方法のフ
ローチャートである。図9に示すように、前記方法は次のステップを含む。
【００７１】
　ステップ901：ユーザ装置は、スプリットベアラに対応するセカンダリセルグループの
部分をリリースし；又は、セカンダリセルグループに関連付けられている全てのベアラが
リリースされている時に、対応するセカンダリセルグループをリリースする。
【００７２】
　一実施方式では、ユーザ装置は、RRC接続再確立プロシージャをトリガーした後に、ス
プリットベアラに対応するセカンダリセルグループの部分をリリースする。
【００７３】
　図10は、本発明の実施例におけるベアラ管理のための方法の他のフローチャートである
。図10に示すように、前記方法は次のステップを含む。
【００７４】
　ステップ1001：ユーザ装置は、RRC接続再確立プロシージャをトリガーし；
　ステップ1002：RRC接続再確立プロシージャをトリガーした後に、ユーザ装置は、RBを
リリースし、前記RBとは、スプリットベアラに対応するSCG部分及び／又はSCGベアラを指
す。
【００７５】
　本実施方式では、デュアル接続を構成したユーザ装置に対してRRC接続再確立プロシー
ジャを行うことはさらに、UEがRRC接続再確立プロシージャをトリガーした後に、従来の
シングル接続モード、即ち、MeNBのみと接続されるモードに戻ることを含み、そのうち、
SCGに関連する構成、例えば、SCG下でのUE　ID、SCGに対応するMAC／PHY構成、SCG測定構
成などのリリースを含む。
【００７６】
　図11は、本発明の実施例におけるベアラ管理のための方法の他のフローチャートである
。図11に示すように、前記方法は次のステップを含む。
【００７７】
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　ステップ1101：ユーザ装置は、RRC接続再確立プロシージャをトリガーし；
　ステップ1102：RRC接続再確立プロシージャをトリガーした後に、ユーザ装置が、従来
のシングル接続モード、即ち、MeNBだけと接続されるモードに戻り；それは、UEが、スス
プリットベアラに対応するSCG部分をリリースし、全てのSCGベアラをMeNBに関連付け、即
ち、SCGベアラを、MeNBに対応するMAC実体に関連付け、SCGに関連付けられている構成を
リリースすることを含む。SCGに関連する構成は、例えば、SCG下でのUE　ID、SCGに対応
するMAC／PHY構成、SCG測定構成などを含む。
【００７８】
　他の実施方式では、一つのSCGに関連付けられている全てのベアラがリリースされてい
る時に、ユーザ装置は自発的に対応するSCGをリリースする。そのうち、SCGのリリースは
、SCG構成のリリース及びSCGリソースのリリースなどを含むが、本発明はこれに限定され
ない。
【００７９】
　他の実施方式では、全ての前記セカンダリセルグループに関連付けられているベアラが
リリースされている時に、対応するセカンダリセルグループを非アクティブ化しても良い
。また、上述の対応するセカンダリセルグループは、PUCCHチャネルを構成しており且つ
一部のPrimary　Cell機能を有するセカンダリセルグループのセルを含まなくても良い。
【００８０】
　具体的には、一つのSCGに関連付けられている全てのベアラがリリースされている時に
、UEが自発的に対応するSCGを非アクティブ化し、それは、UEが自発的に対応するSCGに関
連する、特殊Scell（Special　Secondary　cell）を含まない全てのScellを非アクティブ
化することを含む。前記特殊SCellとは、PUCCHチャネルを構成しており且つ一部のPrimar
y　cell（Pcell、Primary　cell）の機能を有するSCG　cellを指す。
【００８１】
　他の実施方式では、スプリットベアラから従来ベアラへ、又は、スプリットベアラから
マスターセルグループベアラへのベアラ変更が発生した時に、さらにPDCP実体を再確定し
及び／又はマスターセルグループへのPDCP状態報告の送信をトリガーしても良い。また、
受信したネットワーク側から送信されたPDCP状態報告に基づいて、PDCPデータ伝送又は再
送をさらに行っても良い。
【００８２】
　具体的には、スプリットベアラから従来ベアラへ、又は、スプリットベアラからMCGベ
アラへのベアラ変更が発生した時に、UEは、PDCP実体を再確立し、及び／又は、UEは、Me
NBへPDCP状態報告を送信することをトリガーする。また、UEはさらに、受信したネットワ
ーク側から送信されたPDCP状態報告に基づいてPDCPデータ伝送又は再送を行い、即ち、PD
CP状態報告により指示されている、ネットワーク側で未だ確認されていないPDCPデータパ
ケットを伝送又は再送する。
【００８３】
　上述の実施例から分かるように、基地局が送信した、デュアル接続の場合におけるベア
ラのベアラ類型を変更し又はベアラをリリースするための指示メッセージを受信すること
で、デュアル接続を有するユーザ装置はシームレスなベアラ変更を行うことができる。
【実施例３】
【００８４】
　本発明の実施例は、ベアラ管理のための方法を提供し、それは、デュアル接続を有する
ユーザ装置と接続されている基地局に用いられる。
【００８５】
　図12は、本発明の実施例におけるベアラ管理のための方法のフローチャートである。図
12に示すように、前記方法は次のステップを含む。
【００８６】
　ステップ1201：第一基地局は、デュアル接続を有するユーザ装置の無線接続失敗の発生
を検出し；
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　ステップ1202：第一基地局は、第二基地局に、関連付けられているセカンダリセルグル
ープベアラ又はスプリットベアラのリリース要求を送信する。
【００８７】
　図12に示すように、前記方法はさらに次のステップを含んでも良く、即ち、
　ステップ1203：第二基地局は、第一基地局が送信した、関連付けられているセカンダリ
セルグループベアラ又はスプリットベアラのリリース要求を受信し；
　ステップ1204：第二基地局は、前記リリース要求に基づいて、対応するベアラをリリー
スする。
【００８８】
　例えば、MeNBが、デュアル接続を構成しているUEの無線接続失敗の発生を検出し、例え
ば、RRC接続再確立要求メッセージを受信し、又は、UEの無線リンク失敗（RLF、Radio　L
ink　Failure）の発生を判断すれば、MeNBは、SeNBへ、関連するSCGベアラ又はスプリッ
トベアラのリリース要求を送信し、該要求に含まれているリリースの原因は、User　inac
tivity又はRadio　Connection　With　UE　Lostである。SeNBは、対応するベアラをリリ
ースする。
【００８９】
　また、例えば、SeNBが、デュアル接続を構成しているUEのRLFの発生を検出すれば、SeN
Bは、MeNBへ、関連するSCGベアラ又はスプリットベアラのリリース要求を送信し、該要求
に含まれているリリースの原因は、User　inactivity又はRadio　Connection　With　UE
　Lostである。MeNBは、レスポンスメッセージを返す。
【００９０】
　上述の実施例から分かるように、基地局側でSCGベアラ又はスプリットベアラのリリー
スを行うことで、デュアル接続を有するユーザ装置は、シームレスなベアラ変更を行うこ
とができる。
【実施例４】
【００９１】
　本発明の実施例はベアラ管理装置を提供し、それは、デュアル接続を有するユーザ装置
に構成される。本発明の実施例は実施例1中のベアラ管理のための方法に対応し、同じ内
容は省略される。
【００９２】
　図13は、本発明の実施例におけるベアラ管理装置の構成図である。図13に示すように、
ベアラ管理装置1300は、メッセージ受信ユニット1301及び構成ユニット1302を含む。
【００９３】
　そのうち、メッセージ受信ユニット1301は、基地局が送信した、デュアル接続の場合に
おけるベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベアラをリリースするための指示メッセージ
を受信し；構成ユニット1302は、前記指示メッセージに基づいて、前記ベアラのベアラ類
型を変更し又は前記ベアラをリリースする。
【００９４】
　図13に示すように、ベアラ管理装置1300はさらに、メッセージレスポンスユニット1303
を含み、それは、前記基地局にレスポンスメッセージを送信する。
【００９５】
　本実施例では、前記指示メッセージは、前記基地局が前記ベアラに対応するロジカルチ
ャネルIDを構成又は再構成するための第一構成情報を含んでも良く、又は、前記基地局が
前記ベアラに対応する無線ベアラIDを構成又は再構成するための第二構成情報を含んでも
良く、又は、前記基地局が前記ベアラに対応するPDCP実体を構成又は再構成するための第
三構成情報を含んでも良く、又は、デュアル接続の場合において前記ベアラをリリースす
るための第四構成情報を含んでも良い。
【００９６】
　そのうち、前記構成ユニット1302はさらに、前記第一構成情報に基づいて前記ベアラに
対応するロジカルチャネルIDを構成又は再構成し、又は、前記第二構成情報に基づいて前
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記ベアラに対応する無線ベアラIDを構成又は再構成し、又は、前記第三構成情報に基づい
て前記ベアラに対応するPDCP実体を構成又は再構成する。
【００９７】
　前記構成ユニット1302はさらに、EPSベアラIDが情報エレメントDRB-ToAddModに含まれ
ていないが、ユーザ装置の現在の構成に属し、且つ前記ユーザ装置がデュアル接続を構成
しているときに、第四構成情報に基づいて、前記EPSベアラIDに対応するデータ無線ベア
ラをリリースし；又は、EPSベアラIDが情報エレメントDRB-ToAddModに含まれているが、
ユーザ装置の現在の構成に属し、且つ前記第四構成情報を含む前記指示メッセージが、デ
ュアル接続を構成しているユーザ装置のRRC接続再確立後の第一個目のRRC接続再構成メッ
セージであるときに、第四構成情報に基づいて、EPSベアラIDに対応するデータ無線ベア
ラをリリースする。
【００９８】
　本実施例では、前記第一構成情報は、情報エレメントDRB-ToAddMod中のlogicalChannel
Identityを含み、前記logicalChannelIdentityに対応するロジカルチャネルIDは、関連す
るデータ無線ベアラ確立時に存在し；又は、前記第二構成情報は、情報エレメントDRB-To
AddMod中のeps-BearIdentityを含み、前記eps-BearIdentityに対応するEPSベアラIDは、
関連するデータ無線ベアラ確立時に存在し；又は、前記第三構成情報は、情報エレメント
DRB-ToAddMod中のpdcp-Configを含み、前記pdcp-Configに対応するPDCP情報は、関連する
データ無線ベアラ確立時に存在する。
【００９９】
　そのうち、前記logicalChannelIdentityに対応するロジカルチャネルIDはさらに、デュ
アル接続を構成している場合のベアラ類型変更時に存在しても良く；又は、前記eps-Bear
Identityに対応するEPSベアラIDはさらに、デュアル接続を構成している場合のベアラ類
型変更時に存在しても良く；又は、前記pdcp-Configに対応するPDCP情報はさらに、フル
構成のE-UTRA内ハンドオーバーを使用しない時、RRC再確立後の第一個目のRRC接続再構成
時に、又は、デュアル接続を構成している場合のベアラ類型変更時に存在しても良い。
【０１００】
　本発明の実施例はさらにユーザ装置を提供し、それは上述のベアラ管理装置1300を含む
。
【０１０１】
　図14は、本発明の実施例におけるユーザ装置1400のシステム構成図である。図14に示す
ように、該ユーザ装置1400は、中央処理装置100及び記憶器140を含んでも良く、記憶器14
0は、中央処理装置100に結合される。なお、該図は例示に過ぎず、他の類型の構造を用い
て該構造に対して補充又は代替を行うことにより、電気通信機能又は他の機能を実現する
こともできる。
【０１０２】
　一実施方式では、ベアラ管理装置1300の機能は中央処理装置100に統合することができ
る。そのうち、中央処理装置100は、実施例1に記載のベアラ管理のための方法を実現する
ように構成されても良い。
【０１０３】
　他の実施方式では、ベアラ管理装置1300は、中央処理装置100と別々で構成されても良
く、例えば、ベアラ管理装置1300は、中央処理装置100に接続されるチップとして構成さ
れても良く、中央処理装置の制御によりベアラ管理装置1300の機能を実現することができ
る。
【０１０４】
　図14に示すように、該ユーザ装置1400はさらに、通信モジュール110、入力ユニット120
、音声処理ユニット130、表示器160、及び電源170を含んでも良い。なお、ユーザ装置140
0は必ずしも図14に示している全ての部品を含む必要がない。また、ユーザ装置1400はさ
らに、図14に示していない他の部品を含んでも良く、これについては、従来技術を参照す
ることができる。
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【０１０５】
　図14に示すように、中央処理装置100は制御器又は操作コントローラと称される場合が
あり、マイクロプロセッサー又は他の処理装置及び／又はロジカル装置を含んでも良く、
該中央処理装置100は、入力を受信し、ユーザ装置1400の各部品の操作を制御することが
できる。
【０１０６】
　そのうち、記憶器140は、例えば、バッファ、フレッシュメモリ、HDD、移動可能な媒体
、揮発性記憶器、不揮発記憶器又はその適切な装置のうちの一つ又は複数であっても良い
。上述のような情報を記憶することができ、また、情報処理用のプログラムを記憶するこ
ともできる。中央処理装置100は、該記憶器140に記憶されている該プログラムを実行する
ことにより、情報の記憶又は処理などを実現することができる。また、他の部品の機能は
従来技術と同様であるため、ここではその詳しい説明を省略する。また、ユーザ装置1400
の各部品は、専用ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、又はその組み合わせに
より実現されても良く、これらは全て発明の範囲に属する。
【０１０７】
　上述の実施例から分かるように、基地局が送信した、デュアル接続の場合におけるベア
ラのベアラ類型を変更し又はベアラをリリースするための指示メッセージを受信すること
で、デュアル接続を有するユーザ装置はシームレスなベアラ変更を行うことができる。
【実施例５】
【０１０８】
　本発明の実施例はベアラ管理装置を提供し、それはデュアル接続を有するユーザ装置に
構成される。本発明の実施例は、実施例2中のベアラ管理のための方法に対応し、同じ内
容は省略される。
【０１０９】
　図15は、本発明の実施例におけるベアラ管理装置の構成図である。図15に示すように、
ベアラ管理装置1500は、第一処理ユニット1501を含む。第一処理ユニット1501は、ススプ
リットベアラに対応するセカンダリセルグループの部分をリリースし；又は、セカンダリ
セルグループに関連付けられている全てのベアラがリリースされている時に、対応するセ
カンダリセルグループをリリース又は非アクティブ化する。
【０１１０】
　一実施方式では、図15に示すように、前記ベアラ管理装置はさらに、トリガーユニット
1502を含み、それは、RRC接続再確立プロシージャをトリガーし、また、前記第一処理ユ
ニット1501は、前記トリガーユニット1502がRRC接続再確立プロシージャをトリガーした
後に、スプリットベアラに対応するセカンダリセルグループの部分及び／又はセカンダリ
セルグループベアラをリリースする。
【０１１１】
　そのうち、前記トリガーユニット1502はさらに、前記セカンダリセルグループに関連す
る構成をリリースする。或いは、前記第一処理ユニット1501はさらに、前記セカンダリセ
ルグループベアラをマスターセルグループに対応するMAC実体に関連付け、及び、ス前記
セカンダリセルグループに関連する構成をリリースする。
【０１１２】
　他の方式では、前記第一処理ユニット1501は、全ての前記セカンダリセルグループに関
連するベアラがリリースされている時に、対応するセカンダリセルグループを非アクティ
ブ化する。そのうち、前記対応するセカンダリセルグループは、PUCCHチャネルを構成し
ており且つ一部のPrimary　Cell機能を有するセカンダリセルグループのセルを有しなく
ても良い。
【０１１３】
　他の方式では、図15に示すように、前記ベアラ管理装置はさらに第二処理ユニット1503
を含み、第二処理ユニット1503は、スプリットベアラから従来ベアラへ、又は、スプリッ
トベアラからマスターセルグループベアラへのベアラ変更の発生時に、DCP実体を再確立
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し及び／又はマスターセルグループへのPDCP状態報告の送信をトリガーする。
【０１１４】
　図15に示すように、前記ベアラ管理装置はさらに伝送ユニット1504を含み、それは、受
信した、ネットワーク側から送信されたPDCP状態報告に基づいて、PDCPデータ伝送又は再
送を行う。
【０１１５】
　本発明の実施例はさらにユーザ装置を提供し、それは上述のベアラ管理装置1500を含む
。そのうち、該ユーザ装置の構成は図14を参照することができる。
【０１１６】
　上述の実施例から分かるように、基地局が送信した、デュアル接続の場合においてベア
ラのベアラ類型を変更し又はベアラをリリースするための指示メッセージを受信すること
で、デュアル接続を有するユーザ装置は、シームレスなベアラ変更を行うことができる。
【実施例６】
【０１１７】
　本発明の実施例はさらにベアラ管理装置を提供し、それはデュアル接続を有するユーザ
装置と接続されている基地局に用いられる。本発明の実施例は実施例3中のベアラ管理の
ための方法に対応し、同じ内容は省略される。
【０１１８】
　図16は、本発明の実施例におけるベアラ管理装置の構成図である。図16に示すように、
ベアラ管理装置1600は、検出ユニット1601及び送信ユニット1602を含み、検出ユニット16
01は、デュアル接続を有するユーザ装置の無線接続失敗の発生を検出し；送信ユニット16
02は、第二基地局に、関連付けられているセカンダリセルグループベアラ又はスプリット
ベアラのリリース要求を送信し、これにより、前記第二基地局は、対応するベアラをリリ
ースする。
【０１１９】
　図17は、本発明の実施例におけるベアラ管理装置の他の構成図である。図17に示すよう
に、ベアラ管理装置1700は、受信ユニット1701及びリリースユニット1702を含み、そのう
ち、受信ユニット1701は、第一基地局が送信した、関連付けられているセカンダリセルグ
ループベアラ又はスプリットベアラのリリース要求を受信し；リリースユニット1702は、
前記リリース要求に基づいて、対応するベアラをリリースする。
【０１２０】
　本発明の実施例はさらに基地局を提供し、該基地局は上述のベアラ管理装置1600又はベ
アラ管理装置1700を含む。
【０１２１】
　図18は、本発明の実施例における基地局の構成図である。図18に示すように、基地局18
00は中央処理装置（CPU）200及び記憶器210を含んでも良く、記憶器210は中央処理装置20
0に結合される。そのうち、該記憶器210は各種のデータを記憶することができ、情報処理
用のプログラムを記憶することもでき、また、中央処理装置200の制御により該プログラ
ムを実行することで、ユーザ装置が送信した各種の情報を受信し、且つ、該ユーザ装置に
要求情報を送信することができる。
【０１２２】
　一実施方式では、ベアラ管理装置1600又はベアラ管理装置1700の機能は、中央処理装置
200に統合することができる。そのうち、中央処理装置200は、実施例3に記載のベアラ管
理のための方法を実現するように構成されても良い。
【０１２３】
　他の実施方式では、ベアラ管理装置1600又はベアラ管理装置1700は、中央処理装置と別
々で構成されても良く、例えば、ベアラ管理装置1600又はベアラ管理装置1700は、中央処
理装置200に接続されるチップとして構成されても良く、中央処理装置の制御によりベア
ラ管理装置1600又はベアラ管理装置1700の機能を実現することができる。
【０１２４】
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　また、図18に示すように、基地局1800はさら、送受信機220及びアンテナ230などを含ん
でも良く、そのうち、これらの部品の機能は従来技術と同様であるため、ここではその詳
しい説明を省略する。なお、基地局1800は必ずしも図18に示している全ての部品を含む必
要がなく、また、基地局1800はさらに、図18に示していない他の部品を含んでも良く、こ
れについては従来技術を参照することができる。
【０１２５】
　上述の実施例から分かるように、基地局側でSCGベアラ又はスプリットベアラのリリー
スを行うことで、デュアル接続を有するユーザ装置はシームレスなベアラ変更を行うこと
ができる。
【実施例７】
【０１２６】
　本発明の実施例は通信システムを提供し、ここでは実施例1～6と同じ内容の記載が省略
される。
【０１２７】
　図19は本発明の実施例における通信システムの構成図である。図19に示すように、前記
通信システム1900は、第一基地局1901、第二基地局1902、並びに、第一基地局1901及び第
二基地局1902とのデュアル接続を維持するユーザ装置1903を含む。
【０１２８】
　一実施方式では、ユーザ装置1903は、基地局が送信した、デュアル接続の場合において
ベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベアラをリリースするための指示メッセージを受信
し；前記指示メッセージに基づいて前記ベアラのベアラ類型を変更し又は前記ベアラをリ
リースし；及び、前記基地局にレスポンスメッセージを送信する。
【０１２９】
　そのうち、前記指示メッセージは、前記基地局が前記ベアラに対応するロジカルチャネ
ルIDを構成又は再構成するための第一構成情報を含み、又は、前記基地局が前記ベアラに
対応する無線ベアラIDを構成又は再構成するための第二構成情報を含み、又は、前記基地
局が前記ベアラに対応するPDCP実体を構成又は再構成するための第三構成情報を含み、又
は、デュアル接続の場合において前記ベアラをリリースするための第四構成情報を含む。
【０１３０】
　他の実施方式では、ユーザ装置1903は、RRC接続再確立プロシージャをトリガーした後
に、スプリットベアラに対応するセカンダリセルグループの部分及び／又はセカンダリセ
ルグループベアラをリリースする。
【０１３１】
　他の実施方式では、ユーザ装置1903は、セカンダリセルグループに関連付けられている
全てのベアラがリリースされている時に、対応するセカンダリセルグループをリリース又
は非アクティブ化する。
【０１３２】
　他の実施方式では、第一基地局1901は、デュアル接続を有するユーザ装置1903の無線接
続失敗の発生を検出し、第二基地局1902に、関連付けられているセカンダリセルグループ
ベアラ又はスプリットベアラのリリース要求を送信し；第二基地局1902は、第一基地局19
01が送信した、関連付けられているセカンダリセルグループベアラ又はスプリットベアラ
のリリース要求を受信し、前記リリース要求に基づいて、対応するベアラをリリースする
。
【０１３３】
　本発明の実施例はさらにコンピュータ可読プログラムを提供し、そのうち、ユーザ装置
中で前記プログラムを実行する時に、前記プログラムは、コンピュータに、前記ユーザ装
置中で実施例1又は2に記載のベアラ管理のための方法を実行させる。
【０１３４】
　本発明の実施例はさらにコンピュータ可読プログラムを記憶した記憶媒体を提供し、そ
のうち、前記コンピュータ可読プログラムは、コンピュータに、ユーザ装置中で実施例1
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【０１３５】
　本発明の実施例はさらにコンピュータ可読プログラムを提供し、そのうち、基地局中で
前記プログラムを実行する時に、前記プログラムは、コンピュータに、前記基地局中で実
施例3に記載のベアラ管理のための方法を実行させる。
【０１３６】
　本発明の実施例はさらにコンピュータ可読プログラムを記憶した記憶媒体を提供し、そ
のうち、前記コンピュータ可読プログラムは、コンピュータに、基地局中で実施例3に記
載のベアラ管理のための方法を実行させる。
【０１３７】
　本発明の以上の装置及び方法は、ソフトウェア又はハードウェアにより実現されても良
く、ハードウェアとソフトウェアとの組み合わせにより実現されても良い。本発明はさら
に下記のようなコンピュータ読み取り可能なプログラムに関し、即ち、該プログラムは、
ロジック部品により実行される時に、該ロジック部品に、上述の装置又は構造部品を実現
させ、又は、該ロジック部品に、上述の各種の方法又はステップを実現させる。ロジック
部品は、例えば、FPGA（Field　Programmable　Gate　Array）、マイクロプロセッサー、
コンピュータに用いる処理器などであっても良い。本発明はさらに、上述のプログラムを
記憶した記憶媒体、例えば、ハードディスク、磁気ディスク、光ハードディスク、DVD、
フラッシュメモリなどにも関する。
【０１３８】
　また、図面に記載の機能ブロックのうちの一つ又は複数及び／又はその機能ブロックの
一つ又は複数の組み合わせは、本発明に記載の前記機能を実行するための汎用処理装置、
デジタル信号処理装置（DSP）、専用集積回路（ASIC）、FPGA（field-programmable　gat
e　array）又は他のプログラマブル論理素子、論理ゲート又はトランジスタ論理素子、ハ
ードウェアアセンブリ又は他の任意の適切な組み合わせとして実現されても良い。また、
図面に記載の機能ブロックのうちの一つ又は複数及び／又はその機能ブロックの一つ又は
複数の組み合わせは、計算装置の組み合わせ、例えば、DSPとマイクロプロセッサーとの
組み合わせ、複数のマイクロプロセッサー、DSPと通信可能に接続される一つ又は複数の
マイクロプロセッサー又は任意の他の構成として実現されても良い。
【０１３９】
　以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明はこのような実施形態に限定さ
れず、本発明の趣旨を離脱しない限り、本発明に対するあらゆる変更は本発明の技術的範
囲に属する。
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